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資
本
の
流
動
化
三
一
丹
投
資
に
就
て

有

井

Jム
i口

近
時
、
景
気
理
論
愛
展
の
影
響
を
受
け
て
、
貨
幣
理
論
又
は
金
融
理
論
と
経
済
理
論
と
が
、
共
に
綜
合
的
に
研
究
せ
ら
れ
む
と
す
る
傾
向
が
強
い
。

此
の
傾
向
は
敢
て
ヒ
ツ
ク
ス
の
提
気
を
侯
つ
迄
も
な
く
、
ハ
イ
エ
ツ
ク
が
既
に
主
彊
せ
る
所
で
、
最
近
に
於
て
は
ケ

1
y
f
の
強
調
す
る
知
ザ
あ
る
。

比
一
事
は
、
経
滑
理
請
を
綜
合
化
ず
る
矯
に
、
又
畑
山
端
円
現
象
を
其
在
る
が
僅
の
姿
に
於
亡
考
察
せ
む
と
す
る
経
済
理
論
の
任
務
に
鑑
み
て
、
注
意
す
べ

き
も
の
と
信
ず
る
。
依
っ
て
私
は
明
か
る
立
川
切
か
ら
、
資
本
の
清
朝
化
冒
と
共
の
再
投
資
に
就
て
若
干
の
考
察
を
試
品
、

品
亡
町
彊
〉
斤
a
F
-
L
a
μ
P

I
-
-活
d
r
y
-
-
1
4

誰
市
町
性
止
を
明
に
し
皮
い
J

忠
山
。

ー
鮭
曾
鰹
溝
に
於
け
る
資
本
寵
動
化
の
機
構

現
代
の
生
産
は
所
謂
迂
同
生
産
で
あ
っ
て
、
消
費
財
が
生
産
せ
ら
れ
る
迄
に
は
数
次
の
生
産
段
階
を
経
尚
ず
る
事
を
特
徴
と
す
る
。

従
っ
て
自
然
経
済

(
Z己
E
P
一
三
号
与
え
【
)

を
限
定
す
る
な
ら
ば
、

生
産
財
の
生
淳
一
部
門
に
於
け
る
資
本
は
、
共
の
生
産
し
た
る
生
産

財
に
依
て
消
費
財
が
生
産
せ
ら
れ
て
交
換
さ
れ
る
迄
、
流
動
化
さ
れ
得
友
い
平
静
で
あ
る
が
、
貨
幣
経
済
(
の
σ
T
Z
E
R
F
P
E
)

の
下
に

於
て
は
、
交
換
手
段
た
る
貨
幣
に
依
て
、
生
産
財
の
生
産
部
門
に
於
け
る
資
本
も
直
ち
に
流
動
化
さ
れ
得
る
事
と
左
っ
て
ゐ
る
。
然

ら
ば
貨
幣
経
済
の
下
に
於
け
る
祉
舎
的
攻
資
本
流
動
化
の
機
構
は
如
何
と
い
ふ
に
、
各
生
産
段
階
に
於
け
る
生
産
物
が
或
る
債
格
を

以
て
販
費
せ
ら
れ
、
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
が
同
牧
せ
ら
れ
、
従
っ
て
流
動
化
せ
ら
れ
る
事
に
他
左
ら
友
い
。

資
本
白
流
動
化
と
再
投
資
に
就
て

第
四
十
七
巻

え4

第

挽

九

Hicks， J. R.; A 5ugge;tion for 5imp1if了 iD!~ the Theory of M:oney-EconomIc 
Journal， Feb. 1935. 
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資
本
白
涜
動
化
と
再
投
資
に
就
て

第
四
十
七
巻

九

第

披

九

今
、
貨
幣
経
済
の
下
に
於
け
る
枇
曾
的
な
資
本
流
動
化
の
機
構
を
概
観
す
る
必
要
か
ら
、

完
杢
な
る
生
産
上
の
自
由
競
争
(
註
)
を

仮
定
す
る
訟
ら
ば
、
凡
で
の
財
貨
の
債
値
は
弊
働
の
み
に
依
て
決
定
さ
れ
、
又
共
の
債
値
の
大
小
は
具
閥
的
に
各
財
の
生
産
に
必
要

1
0
 

と
さ
れ
る
努
働
の
犠
牲
の
大
小
に
依
て
秤
量
せ
ら
れ
す
2
ち
お
ふ
た
る
平
均
的
友
弊
働
車
位

(
E
r
o
E
E
C三[)

の
大
小
に
依
て
表

現
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

註

完
全
な
る
交
換
上
白
自
由
競
争
に
就
て
は
、
多
数
の
買
手
と
買
手
が
相
互
に
猫
立
し
て
競
併
し
乍
ら
、
而
も
他
人
が
如
何
な
る
償
持
で
賢
良
せ
む

t

F

J

コ

tう
5

h
ご
詑
と
卜
、
J
D
日
韓
を
し
ヲ
レ
、

d

l

'

E
宅

2
f
z
-
-
3
6
9
5
1
ヲ
;

也
、
t
7
J
T
P白
Z
P
7
k
t
ξ
F
Z
5
v
、、

k
k
r
手

〉

E
3
j
ヨ
T
士
、
骨
点
、
:
'
'
一
〉
'
'
:

f
/
c
v
k
u
r
E
t
Z
E
E
t
す
ぐ

E
4
J
J
M
n
d
者
T
巳
刊
号
。
走
7
事
T
E
U
即
断
骨

ι
1
4
て
主
主
再

詳
言
す
れ
ば
(
ご
多
数
の
貰
手
相
互
の
聞
と
、
(
二
)
多
数
の
買
手
相
互
の
聞
と
、
会
一
一
)
更
に
斯
る
多
数
白
買
手
と
買
手
相
互
の
問
に
、
競
争
の
行
は

れ
て
ゐ
る
事
を
意
味
す
る
と
設
明
せ
ら
れ
て
ゐ

ho
所
謂
『
自
由
競
争
』
を
斯
の
如
〈
設
明
ず
る
の
は
ワ
ル
ラ
ス
以
来
経
済
阜
の
詔
設
で
あ
る
。
け
れ

E
も
近
時
恐
ら
く
は
ヱ
ツ
ヂ
ヲ
ー
へ
に
従
っ
て
、
自
由
競
晶
子
と
は
貰
買
の
門
的
事
者
が
貰
買
の
白
向
を
有
す
る
事
を
意
味
す
る
と
な

L
、
直
干
ろ
法
皐
的

な
意
味
に
解
せ
ん
と
す
る
試
が
帯
加
し
ワ
ふ
あ
る
様
で
あ
る
。

扶
態
の
存
在
せ
ぎ
る
事
以
外
に
向
ほ
諾
篠
件
の
均
等
な
る
事
を
意
味
す
る
か
ら
、
潤
市
欣
態
の
存
在
せ
ざ
る
競
争
扶
態
を
特
に
純
粋
な
競
争
(
可
E
E

又
チ
且
ム
バ

F
シ
の
如
く
、

完
人
ム
な
競
争
(
司
R
P
Z
角。
E
日出

E
E
E
)
は
燭
占
的

凸。
E
阿国
E
Z
E
)

主
名
付
け
て
之
と
直
別

L
、
貨
際
上
の
競
争
は
凡
て
澗
占
の
要
素
(
最
大
利
潤
の
獲
得
)
を
合
み
、
従
っ
て
濁
市
的
競
争
(
旨

scy--

が
文
配
的
と
な
す
主
張
い
る
品
。
併
し
乍
ら
一
冗
来
競
争
と
は
、
或
る
行
震
に
就
て
他
人
と
相
並
ん
で
直
ち
に
之
を
参
加
し
得

笠
P
C
E
Z
E
S
)

る
事
を
意
味
し
、
競
争
の
自
由
と
は
或
人
が
或
る
行
銭
を
な
さ
ん
と
欲
ナ
る
場
合
は
、
何
時
に
で
も
直
ち
に
此
の
行
震
を
な
じ
得
る
事
を
指
す
の
で

あ
る
か
ら
、
由
同
〈
経
済
上
白
自
由
競
宇
止
は
経
祷
行
矯
又
は
経
済
活
動
に
就
て
何
等
の
制
限
な
き
事
を
稽
ず
る
と
考
へ
得
'hc
従
っ
て
完
全
な
る
生

産
上
の
自
由
競
争
と
は
、
之
を
経
済
同
学
的
に
考
察
す
る
限
り
に
於
て
(
例
へ
ば
教
養
の
機
合
均
等
と
い
ふ
が
如
き
社
合
的
保
件
を
除
き
)
、
生
産
手
段

獲
得
の
自
由
が
存
在
し
て
ゐ
る
事
、
即
ち
各
人
が
同
様
の
素
質
を
有
す
る
土
地
・
費
本
等
の
所
謂
生
産
手
段
・
並
に
生
産
の
助
成
手
段
を
任
意
の
薮

量
に
於
て
、
自
由
に
利
用
し
得
ベ
き
扶
態
を
指
稀
す
る
と
謂
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
故
に
之
等
の
生
産
手
段
に
謝
す
る
賃
子
(
問
。
三
)

の
問
題
は
未
だ

時
民
生
せ
な
い
の
で
あ
る
。

ed. 1874-77， 4. ed. 

S. Conrad， 0.; Lohn und Rente， 1909， S. 141. 
ぐβKeynes，op・cit.p. 41-43・
中山伊知郎，純粋経済畢.63-64頁参照.
Walr~， L.; Elemen-ts dJeconomie po1itique pure， 
def. 190D， ~ 41. 
Edgeworth， Papers relating to Po1itical Economy;， vo1.. I1. p. 314 et s 
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右
の
如
き
俄
定
の
下
に
於
て
は
、
突
の
如
き
四
場
合
を
考
察
す
る
事
が
出
来
る
。

寸
生
産
段
階
が
一
個
に
し
て
貨
幣
の
交
換
同
教
が
一
在
る
揚
合
、
印
ち
各
消
費
財
は
一
口
の
弊
働
に
伏
て
完
成
せ
ら
れ
て
生
存
者

か
ら
消
費
者
へ
直
接
に
引
渡
さ
れ
、
叉
此
の
交
換
の
穏
に
貨
幣
が
毎
日
唯
だ
一
聞
の
支
梯
に
充
嘗
せ
ら
れ
る
|
|
郎
ち
共
の
所
有
者

一
日
分
の
葬
働
に
よ
る
社
合
的
生
産
物
の
数
量
を
S
、
貨
幣
の
存
在
量
を
G
と
す
れ
ば
、

〔
山

社
曾
的
幡
町
働
生
産
物
の
債
格

(
P
)
は
、
可
H
U
J刷
ー
な
る
表
式
を
以
て
示
ず
事
が
出
来
る
。

日

の

を
曲
変
更
す
る
1

1

場
合
に
於
て
、

コ
生
活
段
階
が
一
個
に
し
て
貨
幣
の
交
換
同
教
が
多
数
左
る
場
合
、
例
へ
ば
五
日
目
毎
に
五
日
八
刀
の
枇
命
日
的
弁
働
生
産
物
が
費
問
貝

ご

ヨ

"

の

E
H
H

H
J
H
?
の
H
l
昨
m

と
な
り
も
今
貨
脚
閣
の
交
易
係
数

(
d
E
S
F
N
r
s
E
N
F
E
与
を
U
と
す
れ
ば
吋
H
M
M
山
と

せ
ら
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

岡、
3
0

R
r
p一
ヨ
生
産
段
階
が
数
個
に
し
て
貨
幣
の
交
喚
問
教
が
一
止
な
る
場
合
、
例
へ
ば
第
一
闘
げ
如
く
生
産
段
階
の
教
を
三
岡
(
A
・B
-
C
)
、

各
生
産
段
階
に
於
け
る
生
産
は
前
と
同
様
に
一
刊
を
以
て
完
了
し
、
次
の
段
階
に
受
維
が
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
消
費
財
を
完
成
す

る
の
は
C
段
階
の
生
産
者
の
み
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
共
の
生
産
物
を
一
日
一
一
問
販
寅
し
て
貨
幣
数
量
G
を
封
債
と
し
て
受
取
り
共
の

=
一
分
の
一
を
所
得
と
し
残
額

(3)
を
前
段
階
か
ら
受
継
い
だ
中
間
生
産
物

の
針
師
団
と
し
で

B
に
交
付
し

B
は
北
バ

(ぐ

2
h】『
C
L
E
f
-
)

の
受
取
り
た
る
貨
幣
額
の
半
分
を
所
得
と
し
て
残
額
を
A
に
支
繍
ひ
‘

A
は
之
を
共
の
所
得
と
す
る
。
市
し
て

A
B
C
の
各
生
産
者

は
共
の
所
得
を
以
て
消
費
財
を
購
入
し
て
過
不
足
友
く
、
同
様
の
事
が
毎
日
繰
返
さ
れ
る
。
依
て
此
の
場
合
、
中
間
生
産
物
の
数
量

を
V
と
す
れ
ば
、
突
の
如
き
表
式
そ
得
る
。

受
本
の
誠
動
化
と
再
投
委
に
就
て

第
四
十
七
巻

第
一
一
読

九

九

Chamberlin， E.; Theory of Monopo]Is ti.c C疋hmpetition，2nd. Print. 1935， p. 
6 et s. 
J/~[{l. Conrad， 0.; Mechanismus der V'2rkehrswirtschaft， 1931， S. 8-9・

~)-'. Conrad， Mechanismus. 1. TI. 2. T，.b出 hnitt，11. 2. 
Cf. I-Iayek， Prices and Production， p“ 36， 40.11 47， 50.， 54， 56. 
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資
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X
ぃ
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仏
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貨
胤
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数
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如
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た
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部
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相
、
と
し
て
受
取
h
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る
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町
ゆ
り
所
伺
係
数
百
z
r
c
E
E
E
E
a

j
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山

t
l
 

，
∞
 

と
稀
し
得
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

之
を
E
で
示
せ
ば
、

と
な
る
。

r
o
o
-
}
}
N
-
0
2
F
)
 

玉

、

通

》

C
・
C
・){~

間
生
産
段
階
が
数
個
に
し
て
貨
幣
の
交
換
同
教
カ
多
数
な
る
揚
合
は
上
蓮
せ
る
所
由
ら
同
!
凶
‘
と
た
る
事
は
明
で
あ
ら

う
(
設
)
。

註

此
の
表
式
は
所
謂
貨
幣
数
量
設

(
A
M
Z
P
Z

e《
「
]
門
出

E
r
s
z
P
4
0
?

ECRgum-EOE)
と
を
綜
合
せ
む
と
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
但
し
此
の
揚
合
、
債
格
は
名
目
的

(
5
2
E】
)
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
賃
質

的
な
償
値
聞
係
は
、
具
健
的
に
各
財
の
生
産
の
伐
に
支
出
せ
ら
れ
た
る
勢
働
の
犠
牲
の
大
小
に
絞
っ
て
秤
量
せ
ら
れ
た
吾
平
均
的
な
勢
働
軍
伎
の
多

少
に
慕
〈
も
の
と
す
る
載
は
註
惹
を
要
す
る
。
従
っ
て
其
の
前
提
・
僚
件
・
内
容
・
適
用
等
に
就
て
何
ほ
幾
多
白
吟
味
を
必
要
ー
と
す
る
の
で
あ
る
が

今
常
面
白
問
題
の
読
明
に
念
に
し
て
其
の
徐
裕
を
有
せ
ね
か
ら
、
之
を
割
愛
し
て
他
の
機
舎
に
譲
る
。

以
上
は
枇
舎
粧
済
に
於
け
る
資
本
流
動
化
の
大
要
を
概
観
せ
ん
が
震
に
、
最
も
簡
単
化
せ
ら
れ
た
る
機
構
を
観
察
し
た
に
過
ぎ
示
、

貫
際
上
は
更
に
複
雑
せ
る
闘
係
が
存
在
す
る
。
依
て
次
に
一
企
業
に
於
け
る
資
本
流
動
化
の
態
様
を
梢
詳
細
に
考
察
し
ゃ
う
。



ーー

-
企
業
に
於
け
る
資
本
涜
動
化
の
態
様

或
る
一
企
業
に
依
て
一
定
規
模
の
生
産
が
織
績
せ
ら
れ
る
が
震
に
は
、

一
定
額
の
資
本
は
常
に
貨
幣
形
態
に
於
て
流
動
欣
態
に
待

機
し
て
ゐ
-
泣
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
情
が
あ
り
、
之
が
潟
に
所
謂
生
産
信
用
百
円
。
含
r
z
u
E
T
O
L
P
)
が
成
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
主
た

る
も
の
を
挙
げ
る
と
失
の
如
〈
で
あ
る
。

一
今
依
り
に
資
本
の
向
勝
期
間

(
C
ヨ
智
正
品
ω
N
O
S

を
九
週
間
、
共
内
で
生
産
期
間

3
・2
E
E
G
-】雪国戸)
を
六
週
間
、
流
通
期
間

(
N
r
T
E
P
E
G
-
百
リ

G
L
・
C
間三
E
P
N
O
と
を
三
週
間
す
る
る
と
し
、
街
限
生
産
の
翁
に
待
遡
千
闘
の
v
資
本
が
必
裂
で
る
る
と
仮
定
す
る
危

ら
ば
(
第
二
闘
参
照
)
、

望書)

J
w
d
p

ご
、
町
、

コ

l
c

>-・

/ :~: 
J子
W!!，司

亘 l

E主

刊
さ
国
道
菖
(
川
温
亘
)

防
海
道
苫
(
戦

l
Z
)

掃
海
這

-g(準
日
一
♀
)

11 

|∞!3 
hE 

11 

」竺L

(璽

宣
審
還
一
昌
(
鴇

l
豆
)

豆
韓
造
酒
(
嘆
い
豆
)

六
週
間
の
終
に
は
六
千
闘
の
資
本
が
投
下
さ
れ
た
事
に
な
る
が
、
此
の
六
千
国
の
資
本
は
流
通
期
間
三
週
間
の
間
生
産
過
程
の
矯

に
は
存
在
せ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
企
業
者
が
其
の
生
産
を
中
断
せ
ま
い
と
欲
す
る
友
ら
ば
、
彼
は
此
の
三
週
間
分
の
合

計
三
干
園
の
資
本
を
飴
分
に
用
意
せ
左
け
れ
ば
な
ら
ね
。
邸
ち
資
本
の
同
轄
に
は
一
定
の
流
通
期
聞
を
必
要
と
す
る
事
の
矯
に
、
準

備
せ
ら
る
ベ
貴
資
本
額
が
増
加
す
る
の
で
あ
っ
て
、
全
世
の
資
本
に
針
す
る
増
加
資
本
の
割
合
は
向
勝
期
間
と
流
通
期
間
と
の
比
に

資
本
の
誠
動
化
と
再
投
委
に
就
で

第
四
十
七
巻

第

披

九
五

九
五

Marx， K.; Das Kapital， 11. Bd. ][5. Kap. Volksau邑g.ei. 21I伍13) 



資
本
の
流
動
化
と
再
投
資
に
就
て

第
四
十
七
巻

九
ノ、

告事

務

九
六

等
し
い
。
此
の
揚
ム
口
に
若
し
企
業
者
が
生
産
の
中
断
を
欲
し
左
い
友
ら
ば
、
彼
は
六
千
闘
の
代
り
に
九
千
闘
を
用
意
せ
た
け
れ
ば
た

ら
ね
。
併
し
三
千
闘
の
飴
分
の
資
本
は
、
生
産
矧
聞
が
終
了
し
て
流
通
期
間
の
始
る
時
に
初
め
て
必
要
と
友
る
の
で
る
る
か
ら
、
始

の
六
週
間
は
貨
幣
欣
態
に
待
機
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

所
が
資
本
が
斯
る
欣
態
に
止
っ
て
ゐ
た
け
れ
ば
た
ぬ
と
い
ふ
事
は
、
と
れ
丈
け
に
止
ら
左
い
。
蓋
し
三
週
間
の
流
通
期
間
が
終
了

し
た
時
は
六
千
屈
の
資
本
が
同
牧
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
北
河
時
に
は
生
産
明
閣
が
既
に
比
門
学
を
過

vhて
ゐ
る
か
ら
、
山
叩
一
市
町
と
さ
れ
る

の
は
織
り
一
二
週
間
に
劃
す
る
一
一
一
「
闘
の
豹
ぶ
ー
に
過
vd
た
い
か
ら
で
あ
る
。

二
次
に
資
本
が
貨
幣
欣
態
に
待
機
せ
左
け
れ
ば
な
ら
た
い
の
は
、
必
や
し
も
上
述
の
三
千
闘
に
止
ら
・
泣
い
。
例
へ
ば
此
の
企
業
者

が
六
千
闘
の
資
本
を
投
下
す
る
時
に
、
英
字
を
第
働
の
購
貝
に
充
蛍
し
、
残
半
分
を
以
て
生
時
手
段
を
購
入
す
る
も
の
と
す
る
左
ら

ば
、
共
の
持
働
の
勝
山
具
に
充
て
ら
れ
る
三
千
闘
は
、
之
を
一
時
に
投
下
す
る
必
要
は
た
い
。
仮
に
六
週
間
に
亙
U
毎
週
之
を
支
椀
ふ

も
の
と
す
れ
ば
、
此
の
三
千
闘
の
内
か
ら
毎
週
五
百
同
宛
引
長
っ
た
も
の
が
、
常
に
貨
幣
形
態
の
下
に
待
機
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
た
ら

ぬ
。
叉
生
産
手
段
に
投
下
せ
ら
る
ぺ
き
三
千
困
の
内
に
就
て
も
、
原
料
叉
は
助
成
材
料
等
の
流
動
資
本
の
準
備
に
禿
首
せ
ら
る
べ
き

部
分
は
、
此
の
企
業
者
が
生
産
開
始
の
最
一
初
に
於
て
、

生
産
の
全
部
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
金
数
量
を
一
時
に
購
買
寸
る
の
で
な
い
な

ら
ば
、
共
の
幾
分
は
や
は
り
貨
幣
吹
態
に
待
機
し

τゐ
る
筈
で
あ
る
。

巴
更
に
固
定
資
本
に
就
て
、
資
本
が
貨
幣
形
態
の
下
に
待
機
せ
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
事
由
が
あ
る
。
所
謂
問
定
資
本
は
、
例
へ
ば

正
揚
・
機
械
等
の
如
く
、
幾
同
も
の
生
産
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
は
一
同
の
生
産
の
矯
に
共
の
慣
値
の
全
部
を
失
ふ
事
な

〈
、
従
っ
て
共
の
憤
値
の
一
部
分
は
之
に
依
て
生
産
せ
ら
れ
た
生
産
物
か
ら
狽
立
し
て
残
存
し
、

一
同
の
生
産
に
よ
り
共
の
侠
値
が



生
産
物
の
上
に
移
る
と
考
九
ら
れ
る
の
は
、
唯
だ
そ
の
一
部
分
即
ち
一
同
の
生
産
に
依
て
消
費
せ
ら
れ
る
と
見
積
ら
れ
る
債
値
の
卒

均
額
に
止
る
。
故
に
例
へ
ば
一
高
闘
の
機
械
が
ち
る
と
し
、

そ
れ
が
引
績
き
百
同
の
生
産
に
使
用
さ
れ
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、

同

の
生
産
が
終
了
す
る
毎
に
、
共
の
債
格
の
百
分
の
一
に
相
官
す
る
債
値
創
ち
百
闘
丈
一
け
の
も
の
が
、
貨
幣
形
態
の
下
に
企
業
者
に
復

蹄
ず
る
事
と
左
る
。
然
る
に
機
械
共
物
は
依
然
生
産
に
使
用
さ
れ
て
前
と
同
様
の
殻
果
を
護
揮
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
新
ほ
之

を
購
入
す
る
必
要
は
な
く
、
又
新
に
購
入
す
る
震
に
は
貨
幣
資
本
が
不
足
す
る
。
従
っ
て
企
業
者
は
同
定
資
本
の
債
値
の
一
部
分
を

岡
牧
す
る
度
に
、
之
を
貨
幣
欣
態
の
佳
で
手
許
に
蓄
積
し
、
百
周
の
生
産
を
終
へ
て
此
の
機
織
が
用
を
な
さ
友
〈
た
る
と
同
時
に
、

新
に
機
械
を
買
入
れ
る
丈
の
貨
幣
資
本
を
蓄
積
し
終
へ
た
時
K
、
始
め
て
之
を
機
械
に
投
下
し
て
新
に
之
を
購
入
す
る
。
斯
の
如
く

回
定
資
本
の
涜
動
化
が
、
之
佐
形
成
す
る
所
の
材
料
か
ら
分
離
し
て
行
は
れ
る
事
の
鴻
に
、
企
業
者
と
し
て
所
謂
償
却
資
金
の
積
立

佐
必
一
事
一
疋
ら
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
此
専
が
資
本
を
し
日
貨
幣
形
態
の
下
に
待
機
せ
し
め
る
一
事
由
と
た
る
。

四
終
に
右
と
同
様
な
事
情
が
資
本
の
増
殖
に
伴
っ
て
起
る
。
邸
ち
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
は
、

子
又
は
利
潤
を
賓
し
、
よ
り
大
な
る
額
と
な
っ
て
資
本
家
の
手
許
に
復
腸
す
る
。
斯
る
利
子
又
は
利
潤
の
全
部
又
は
一
部
が
資
本
化

一
同
の
同
特
を
完
了
す
る
毎
に
利

さ
れ
る
た
ら
ば
・
惑
に
資
本
の
増
殖
が
起
る
。
け
れ
ど
も
斯
の
如
く
蓄
積
さ
れ
た
資
本
に
依
っ
て
、
生
産
の
規
模
を
摘
張
し
叉
ほ
新

に
企
業
を
起
す
が
震
に
は
、
斯
る
資
本
が
一
定
の
額
に
遣
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
故
に
蓄
積
さ
れ
て
行
〈
資
本
が
、
必
要
最
小
限

度
の
大
さ
に
達
す
る
迄
は
、

一
定
期
間
内
は
之
を
貨
幣
形
態
で
保
持
す
る
の
他
な
く
、
此
事
が
亦
一
定
の
資
本
を
し
て
貨
幣
欣
態
の

下
に
待
機
せ

L
め
る
一
事
由
を
た
ず
。

以
上
は
共
の
主
要
た
る
揚
合
を
列
事
説
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
資
本
は
此
他
種
K

の
事
由
か
ら
、
之
を
利
用
し
つ

L
あ
る
資
本
家

委
本
の
減
動
化
と
再
投
資
に
就
て

第
四
十
七
巻

九
七

第

競

丸

七



資
本
白
流
動
化
と
再
投
資
に
就
て

第
四
十
七
巻

ブむ
A 

第

披

九
月、

の
手
許
に
於
て
屡
K

貨
幣
形
態
の
下
に
待
機
さ
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
資
本
は
斯
る
欣
態
に
置
か
れ
て
ゐ
る
限
U
、
牧
訴
を
生
む
と
い

ふ
資
本
本
来
の
機
能
は
登
輝
さ
れ
や
、
そ
れ
は
謂
は
Y

睡
眠
欣
態
に
横
る
の
で
あ
る
3

故
に
之
を
最
小
限
度
に
止
め
h
u
と
す
る
計
劃

が
起
り
、
周
謂
生
産
」
信
用
が
生
成
す
る
。
邸
ち
信
用
機
関
と
し
て
の
銀
行
は
、
先
づ
第
一
に
斯
る
宅
康
信
用
の
利
用
を
十
分
な
ら
し

む
る
が
鴻
肥
存
在
7
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。
十
世
し
或
る
資
本
家
の
坤
胞
に
は
睡
眠
欣
熊
に
絞
る
の
外
取
を
-
資
本
も
、
銀
行
に
集
中
せ

ら
れ
、
信
用
関
係
に
依
て
他
の
資
本
家
の
乎
に
移
し
得
、
他
の
資
本
の
循
環
過
程
に
導
入
し
て
寅
際
に
資
本
止
し
て
機
能
せ
し
め
得

る
か
ら
で
あ
る
。

所
が
玩
に
銀
行
が
成
立
し
護
反
し
て
来
る
と
、
他
の
方
面
か
ら
も
銀
行
に
資
金
が
流
入
す
る
様
に
左
る
。
共
一
は
所
謂
貨
幣
資
本

家
(
の

o
E
r名目
Z-E)
卸
ち
自
身
で
資
本
を
他
人
に
貸
付
け
て
利
子
を
獲
得
し
て
ゐ
た
者
が
、
之
を
銀
行
に
預
託
し
て
貸
付
事
務
を

委
任
す
る
事
と
な
る
。
共
二
は
雷
に
貨
幣
資
本
家
の
み
た
ら
や
、
凡
て
の
人
々
の
手
許
に
於
て
蓄
積
さ
れ
た
、
叉
は
一
時
不
用
と
さ

れ
る
資
金
が
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
、
小
額
の
資
金
は
共
れ
自
身
と
し
て
は
資
本
の
機
能
を
持
ち
得
な
い
が
、
銀
行
に
集
中
せ
ら
れ
て

始
め
て
資
本
と
し
て
活
用
さ
れ
る
事
と
左
る
。

命
ほ
銀
行
信
用
に
閲
し
て
は
、
企
業
者
聞
に
於
け
る
由
貿
買
闘
係
に
伴
っ
て
生
中
'
る
所
の
流
通
信
用

(N-Fロ
一
伊
丹

E
E
T司
L
5
.
郎
ち

或
る
企
業
者
が
共
の
商
品
を
他
の
企
業
者
に
販
寅
し
た
る
揚
合
に
、
共
の
針
債
の
支
排
が
猶
諜
せ
ら
れ
、

し
と
の
約
束
が
通
貨
の
代
用
を
在
す
事
に
依
て
成
立
す
る
信
用
が
あ
る
が
、
之
は
右
に
述
べ
た
生
産
一
信
用
と
異
り
、
之
に
依
て
所
用

一
定
の
針
債
を
支
排
ふ
べ

さ
る
べ
き
資
本
の
数
量
を
新
に
増
加
す
る
も
の
で
は
た
い
か
ら
、
今
此
の
考
察
を
問
題
外
に
置
〈
。



資
本
の
涜
動
化
に
闘
す
る
若
干
問
題

以
上
に
述
べ
た
所
は
、
昔
日
本
流
動
化
の
態
様
を
出
来
得
る
限
り
簡
草
な
形
に
於
て
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
猶
ほ
資
本
流
動
化
過

程
の
大
裂
を
一
不
し
得
た
と
忠
ふ
。
依
て
以
下
、
資
本
の
流
動
化
に
闘
す
る
二
=
一
の
問
題
に
就
て
、
共
の
所
在
と
内
容
と
重
要
性
と
を

考
察
す
る
。

↓
凡
そ
粧
品
開
枇
舎
に
於
け
る
再
生
時
が
練
返
し
支
障
な
く
行
は
れ
る
が
矯
に
は
、
生
町
財
は
絶
え
や
更
新
せ
ら
れ
泣
け
ば
友
ら
む
。

加
ち
永
久
に
利
川
さ
れ
得
る
主
任
肘
は
、
油
山
一
品
に
利
川
さ
れ
て
ゐ
る
上
地
を
除
去
他
に
た
い
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
て
の
資
本
は
絶
え

や
新
に
補
充
さ
れ
攻
げ
れ
ば
な
ら
ね
。
而
も
戎
る
企
業
の
資
本
準
備
は
普
通
の
揚
合
一
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
生
産
の

持
駒
に
共
の
資
本
の
み
を
利
用
す
る
時
は
、
会
資
本
を
消
耗
し
翠
ず
で
あ
ら
う
。
蓋
し
若
し
資
本
の
一
迫
加
左
し
と
す
れ
ば
、

一
度
投
下

せ
ら
れ
た
る
資
本
は
、
習
資
本
が
再
投
下
せ
ら
れ
る
場
合
に
於
て
の
み
流
動
化
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
流
動
化
せ
ら
れ
た

る
資
本
は
、
経
済
祉
舎
に
於
け
る
再
生
産
が
繰
返
し
支
障
友
〈
行
は
れ
る
が
穏
に
は
、
先
づ
第
一
に
再
投
資
さ
れ
る
事
が
必
要
で

b

る
。
此
の
意
味
忙
於
て
資
本
の
流
動
化
は
共
の
再
投
下
と
共
に
、
特
に
注
目
立
せ
ら
る
ぺ
き
現
象
た
り
と
れ
得
る
。

同
よ
り
生
産
財
の
更
新
又
は
補
充
は
、
新
に
調
法
せ
ら
れ
得
る
資
本
に
依
て
も
行
は
れ
る
。
併
乍
ら
経
済
枇
舎
に

ι在
す
る
資
本

額
は
、
新
に
蓄
積
せ
ら
れ
る
資
本
額
よ
り
は
逢
に
大
き
い
。
此
事
は
恰
も
金
本
位
制
の
下
に
於
け
る
、
既
存
の
金
数
量
と
新
庄
金
数

量
と
の
閥
係
に
似
て
居
り
、
共
の
枇
合
経
済
k
k
於
け
る
意
味
も
亦
同
保
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。
印
ち
新
科
目
小
平
又
は
新
任
金

が
護
資
本
又
は
既
存
金
に
封
ず
る
闘
係
は
、
そ
の
債
依
凶
係
に
於
て
も
・
そ
の
枇
曾
経
済
上
の
立
味
に
於
て
も
・
相
似
た
も
の
と
泊

禿
本
の
流
動
化
と
百
円
投
資
に
就
て

融
和
問
十
七
巻

音寺〉

皆島

ブじ

ブL

，rL 
九

Strigl， ] [. C. R.; l'-:infi.ihrung in dxe GW'll.ndlagen der Nationalokonomi叫 1937，
s. 71. 
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資
本
の
涜
動
化
と
再
投
資
に
就
て

第
四
十
七
巻

第

競

一0
0

O 
O 

得
る
で
あ
ら
う
。

所
が
金
融
業
者
が
臨
場
経
験
す
る
如
く
、
或
る
企
業
が
一
度
外
部
か
ら
資
金
の
融
通
を
受
く
る
時
は
、
常
に
引
積
い
て
資
金
の
融
通

を
受
け
ざ
る
を
得
と
の
み
た
ら
や
、
此
の
企
業
は
共
の
経
営
の
維
持
の
潟
の
み
で
も

i
i経
笹
の
棋
張
の
矯
に
は
新
に
資
金
宇
一
必

要
と
す
る
の
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
此
の
場
合
は
別
問
の
問
題
陀
属
す
る

|
l抱
え

Zり
多
〈
の
資
金
の
遁
加
的
融
通
を
必
斐
と
す

る
。
此
事
は
凡
て
の
企
業
に
就
て
も
槻
祭
せ
ら
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
此
放
に
粧
神
社
合
に
於
け
る
昨
生
産
が
闘
品
川
陀
継
続
さ
れ
る
偽

に
は
、
所
制
的
持
続
的
節
約

(
Z
Z
)
日
町
長
自
由
山
吉

-B)
が
蓄
積
せ
ら
れ
資
本
化
せ
ら
れ
て
、
斯
る
治
加
的
資
本
需
要
に
和
舷
じ
得
る
事

が
蹴
〈
べ
か
ら
ざ
る
篠
件
と
な
る
。
従
っ
て
流
動
化
せ
ら
れ
た
る
資
本
は
先
づ
第
一
に
再
投
資
さ
れ
友
け
れ
ば
友
ら
宇
、
若
し
之
が

再
投
資
せ
ら
れ
十
と
す
れ
ば
、
持
績
的
節
約
に
依
て
更
新
又
は
楠
克
さ
れ
ね
ば
な
ら
歩
、
而
も
持
績
的
節
約
に
基
〈
投
資
は
生
産
規

模
を
現
在
の
優
に
維
持
す
る
震
の
逗
加
的
資
金
需
裂
に
も
相
感
じ
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

右
の
如
き
考
察
は
シ
ー
ピ

1
ト
ホ
ッ
7
U

ヴ
ィ
ク
セ
勺
ロ
ベ

1
ト
ソ
シ
リ
ケ

1

y
ズ
封
守
に
依
て
宅
張
せ
ら
れ
る
景
気
迎
論
、
即
ち

叩

マ
ク
ル

t
フ、

貯
蓄
と
投
資
と
の
調
和
又
は
不
調
和
か
ら
景
気
の
受
動
を
説
明
せ
ん
と
す
る
撃
設
は
固
よ
り
、

フ
、
シ
ュ
ト
リ
ー
グ
凡
等
に
依
て
主
張
せ
ら
れ
る
所
謂
維
納
撃
波
(
5
0
3
0

『∞円吉一
σ)
の
景
気
理
論
、
帥
ち
所
謂
貨
哨
的
景
気
理
論

ハ
イ
エ
ヴ
ク
、

シ
ィ
ッ

の
理
解
と
吟
味
の
穏
に
も
必
要
で
あ
る
と
忠
ふ
。
殊
に
之
等
の
製
設
が
、
投
資
の
考
究
に
際
し
て
新
投
資
に
重
黙
を
置
き
、
流
動
化

せ
ら
れ
た
る
資
本
の
再
投
下
が
質
的
に
も
量
的
陀
も
よ
り
重
大
友
る
意
味
を
有
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
向
ら
や
之
を
等
問
視
せ
る
が

如
き
、
而
も
誌
に
所
謂
再
投
資
が
、
議
想
せ
ら
れ
る
利
子
又
は
利
潤
の
闘
係
か
ら
、
共
の
方
面
を
異
に
す
る
時
は
、
営
然
の
結
果
と

し
て
経
梢
酎
摩
擦
の
必
然
性
が
考
へ
ら
れ
る
が
如
き
、
山
川
ほ
研
究
せ
ら
る
べ
き
部
八
百
で
あ
る
と
共
に
、
理
論
焚
展
の
徐
地
る
る
も
の

Slrig]， a. a. O. S. 74・
Spiethoff， A.; Art. "Krisen“im IIandworterbuch d町 Sta~'ilt5wissenschaften ，
4. Aufl. 1925， 6. Bd. 
Wick~ell ， K.: Geldzins u. Gtiterpreise， 1898; Vorlesungen 
凸konomie~ 2 Bde. 1922-28 
Robertson， D. II.; Banking Policy and the Price LeveJ， 1926. 
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と
信
や
る
。

二
次
に
論
及
せ
ら
る
ぺ
き
は
、
経
済
事
上
ス
ミ
ス
以
来
論
争
せ
ら
れ
た
る
所
謂
斉
本
形
成
(
関
与

E
5
5
5
m
)

本
増
殖
の
直
接
の
原
因
は
倹
約
で
あ
っ
て
勤
勉
で
は
左
い
』
か
ど
う
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
此
の
問
題
は
要
す
る
に
用
誌
の
問
題

に
過
ぎ
友
い
?
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
向
ほ
一
般
に
確
定
し
て
ゐ
る
と
は
謂
得
悲
い
様
で
あ
る
か
ら
、
些
一
か
所
見
を
蓮
べ

の
問
題
、
即
ち
『
資

て
此
の
問
題
を
明
確
な
ら
し
め
た
い
と
忠
ふ
。

今
、
通
説
に
従
っ
て
資
本
を
生
産
せ
ら
れ
た
る
生
産
手
段
(
司
『

E
R
E
E
E
E
Z宮
古
語
ヨ
号
一
)

と
解
し
、
又
原
始
的
危
自
然
経

済
を
仮
定
す
る
な
ら
ば
‘
生
産
手
段
を
利
用
ぜ
ん
と
寸
る
訴
は
、
生
産
に
は
一
定
の
期
間
吃
必
要
と
ず
る
の
で
め
る
か
ら
、
生
産
手

段
を
紘
持
す
る
川
崎
げ
仏
、
殊
に
持
働
者
を
扶
養
す
る
必
要
上
、
消
費
財
を
準
備
世
友
け
れ
ば
友
ら
ね
。
附
の
如
き
準
痛
、
削
ち
先
づ
第

-
K
生
産
期
間
を
通
じ
て
努
働
者
を
扶
養
し
得
る
丈
け
の
消
費
財
の
準
備
を
努
賃
基
金
(
『
込
町
ロ
ザ
三
)

司

基
金
こ
そ
は
自
然
形
態
に
於
け
る
最
初
の
資
本
で
あ
る
と
謂
得
る
2
で
あ
ら
う
。
所
で
斯
る
持
貨
基
金
と
し
て
の
消
費
財
が
如
何
に
し

と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
斯
る
持
賃

て
形
成
さ
れ
る
か
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
消
費
か
ら
節
約
「
角
「
5
2旦
耳
)

せ
ら
れ
た
か
、
或
は
自
然
的
又
は
人
矯
的
左
原
因
に
恭
く
剰

絵
生
産
物
が
貯
蓄
(
笛

Z)
せ
ら
れ
た
か
、
此
の
二
者
の
何
れ
か
に
・
或
は
雨
者
に
原
因
す
る
と
云
ふ
他
は
な
い
。
従
っ
て
資
本
形
成

の
原
因
は
節
約
と
貯
蓄
で
あ
る
と
謂
得
る
が
、
節
約
及
び
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
債
値
が
、
車
に
節
約
及
ぴ
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
に
止
る
時

は
退
滅
さ
れ
た
債
値
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
が
成
立
つ
が
震
に
は
節
約
及
び
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
債
値
が
蓄
積
(
同
円
2
5
E
E

-P5)
せ
ら
れ
、
更
に
資
本
化
(
門
毛

-z一
一
括
)
せ
ら
れ
左
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
資
本
化
せ
ら
れ
ざ
る
蓄
積
は
所
謂
消
費
的
苦
比
例

(C己
E
E
-
Y

【
回
ぐ
。

〉
凸
門
ロ
ヨ
巳
目
rcロ)

例
へ
ば
衣
服
・
家
屋
等
が
購
入
せ
ら
れ
た
事
は
、

或
る
程
度
の

で
あ
っ
て
、

持
績
財

(
U
E
p
r
r
(
U
O
D
L
m
)

資
本
の
読
動
化
と
再
投
資
に
就
て

第

競

O 

第
四
十
七
巻

O 
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資
本
の
流
動
化
と
再
投
資
に
就
て

第
四
十
七
巻

O 

合再

就

C 

蓄
杭
を
意
味
す
る
の
で
は
る
る
が
、
是
等
の
抗
縮
財
は
飢
に
生
産
界
を
山
山
て
消
費
界
に
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
他
財
を
生
産
す
る

峰
崎
の
手
段
と
は
及
ら
な
い
の
?
あ
る
か
ら
、
資
本
の
形
成
と
は
直
接
の
閥
係
を
有
さ
な
い
。
故
に
資
本
の
形
成
は
、
節
約
及
ぴ
貯
蓄

が
蓄
積
せ
ら
れ
資
本
化
さ
れ
て
、
始
め
て
具
瞳
化
す
る
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。

向
ほ
段
A

は
、
資
本
の
形
成
と
共
の
増
殖
父
は
生
深
そ
れ
白
紺
左
宿
の
増
加
と
を
川
別
せ
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
例
へ
ぽ
新
機
山
の

叩

淡
見
酌
来
高
の
円
然
榊
加
・
山
林
の
繁
一
茂
等
が
、
貨
物
資
本
の
形
成
せ
ら
れ
あ
揚
合
と
し
て
例
示
さ
れ
る
が
も
山
家
粛
の
ム
円
然
榊
加
や

山
林
の
繁
茂
等
比
、
そ
れ
が
資
本
と
し
て
刈
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
時
に
於
て
の
み
許
、
本
の
増
刻
又
は
生
産
そ
れ
口
僻
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が

資
本
と
し
て
別
び
ら
れ
て
ゐ
左
い
揚
合
は
車
に
宮
の
増
加
で
る
り
、
何
れ
に
し
て
も
資
本
の
形
成
で
は
た
い
。
叉
新
館
山
の
護
見
は

そ
れ
白
槌
何
等
の
経
済
行
偽
た
る
も
の
で
は
た
く
、
採
鎌
せ
ら
れ
て
始
め
て
所
諮
自
然
的
生
産
す

E
E
W
5
3
0
2
r号
ロ
)
と
呼
ば

れ
得
る
。
即
ち
増
殖
せ
ら
れ
た
る
資
本
又
は
生
産
せ
ら
れ
た
る
財
貨
若
〈
は
増
加
せ
ら
れ
た
る
富
は
、
節
約
又
は
貯
蓄
の
針
象
と
友

る
に
過
v
c
A
γ
、
そ
れ
白
樫
が
資
本
の
形
成
で
は
な
い
の
で
あ
る
E

=
一
さ
て
、
資
本
形
成
の
過
程
を
右
の
如
し
と
す
れ
ば
、
資
本
の
形
成
と
信
問
と
の
聞
係
は
如
何
。
印
ち
資
本
は
節
約
及
び
貯
蓄
か

ら
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
金
融
現
象
と
し
て
は
預
金
と
銀
行
の
信
用
創
浩
か
ら
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
る
が
如
き
形
態
を
採
る

震
に
、
信
用
は
資
本
を
創
造
し
得
る
か
と
い
ふ
問
題
が
提
出
さ
れ
る
。
此
の
問
題
に
闘
し
、
資
本
形
成
の
寅
質
的
方
面
の
み
を
重
刷

し
て
、
信
用
は
資
本
を
増
加
せ
十
ム
」
解
す
る
の
は
正
首
で
な
い
。
荒
し
既
に
述
べ
た
様
に
、
所
羽
生
産
信
肘
は
貨
幣
形
態
に
於
て
睡
眠

欣
態
に
待
機
す
る
の
他
た
き
流
動
的
資
本
を
活
用
せ
し
め
得
る
か
ら
で
る
る
。

反
割
に
イ
ン
フ
レ

l
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
如
く
銀
行
信
用

の
許
輿
叉
は
創
造
に
依
て
、
資
本
が
無
限
に
増
加
さ
れ
る
と
考
へ
る
の
も
正
蛍
で
は
な
い
。
京
し
所
詞
信
用
創
誌
の
問
題
が
主
ー
と
し

Kredxt-dcr Geschicl-Ltc 
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て
預
金
銀
行
に
於
け
る
首
座
預
金
を
中
心
と
し
て
考
究
さ
れ
て
ゐ
る
事
に
依
て
も
明
ら
か
た
如
く
、
銀
行
が
信
用
金
創
遣
し
得
る
と

し
で
も
共
の
信
用
は
短
期
の
も
の
に
止
り
、
所
謂
流
通
信
用
か
精
々
流
動
資
本
の
融
通
に
止
る
か
ら
で
あ
る
。
此
事
は
預
金
銀
行
と

農
工
銀
行
・
勧
業
銀
行
等
が
分
立
す
る
事
責
や
、
又
そ
れ
等
銀
行
の
資
金
調
達
方
法
の
差
異
か
ら
容
易
に
推
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

但
L
長
期
信
用
の
創
造
が
不
可
能
友
り
と
云
ふ
の
で
は
た
い
が
、

こ
れ
が
則
ち
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ

ン
〉
同
リ

E
E
ち
る
Q

σ
E
l
閑
語
V
M
A
M
-
i

要
す
る
に
、
資
本
と
信
用
の
問
題
は
資
質
と
形
式
の
闘
係
に
於
て
理
解
さ
れ
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
、
郎
ち
資
本
形
成
の
賓
質
と
信
用
創

造
の
形
式
が
柏
原
宇
る
事
を
必
要
と
す
る
。
共
の
相
臆
ぜ
ざ
る
揚
合
、
特
に
後
者
が
前
者
を
超
過
す
る
場
合
は
所
謂
イ
ン
フ
レ

1
シ

的
信
州
(
一
-
己
記
号
同
一
邸
内

Z
H
C
Z
F
O一回
Z
E
E
-
d
)
で
あ
っ
て
、
消
費
財
並
に
生
産
財
の
間
格
従
っ
て
北
ハ
の
生
一
応
数
量
に
影
響
し
、

ヨ

ンl
叉
資
本
の
構
成
を
鑓
化
せ
し
む
る
事
に
依
っ
て
、
資
本
の
形
成
中
阻
止
又
は
促
進
壮
一
し
む
る
の
み
怠
「
円
安
、
更
に
段
機
的
利
読
の
治
求

に
も
努
形
さ
れ
る
叫
此
の
問
題
は
貨
幣
迎
論
と
経
済
理
論
の
交
叉
部
分
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r
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z目
。
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O
{
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を
友
し
、
景
気
現
論
に
於
て
は
特
に
重

要
た
る
中
心
問
題
を
た
す
の
で

b
る
が
、
本
論
の
目
的
に
鑑
み
て
共
の
範
園
を
超
ゆ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
之
を
割
愛
し
、
唯
だ
問
題

を
一
瞥
し
て
共
の
所
在
を
明
に
す
る
に
止
め
る
。

安
本
の
流
動
化
と
再
投
養
に
就
て
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